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て
利
子
宅
高
い
と
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
ん
の
で
み
t
り
ま
す
の
数
が
少
く
な
っ
て
遼
仁
地
主
が
少
く
な
っ
て
、
小
作
人

此
禅
山
の
土
地
を
長
期
仁
且
つ
低
利
に
運
用
の
出
来
る
や
が
殖
へ
る
‘
小
作
人
が
殖
へ
れ
ば
農
業
の
改
良
が
出
来
な

う
仁
ず
る
と
一
五
ふ
事
は
農
業
の
重
が
も
な
る
苦
闘
と
い
北
じ
♂
く
な
る
、

3
ヲ
一
五
ふ
や
ち
な
事
で
は
結
局
闘
の
将
来
の
然

ま
し
て
は
極
く
必
要
な
事
で
は
な
い
わ
1
L
息
び
ま
す
、
此
に
宜
し
く
な
い
事
寸
占
め
る
之
思
び
ま
す
が
ら
、
回
合
議
論

事
に
就
て
は
近
来
議
論
が
起
っ
て
ほ
泊
る
ゃ
う
で
.
あ
ん
ま
ず
で
あ
t
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
御
聴
き
を
願
っ
て
御
攻
究
を
蹴

る
が
、
至
極
結
構
な
事
と
思
ひ
ま
す
、
ど
う
わ
諸
君
に
於
び
柁
い
よ
」
忠
ふ
次
第
ぜ
あ
ん
ま
ず

か
れ
て
が
市
御
攻
究
あ
ら
ん
事
を
希
製
す
る
次
第
で
あ
b

d

A

(

理
財
感
合
大
合
講
演
、
女
賞
記
者
仁
あ
ム
ツ
)

ず
、
或
は
資
金
を
投
ホ
/
る
と
か
戒
は

3
と
ノ
一
五
ふ
や
う
な
宅

の
を
立
て
花
な
ら
ば
、
人
が
却
っ
て
婆
襟
に
な
っ
て
・
無
用

な
借
金
を
し
は
し
な
い
わ
と
一
お
ふ
や
う
な
議
論
4
段
々
あ

る
ゃ
う
で
あ
ら
ま
す
け
れ
ど
が
も
、
日
疋
は
つ
ま
t

り
銀
行
山
本
の

働
が
宜
し
さ
を
得
北
な
ら
ば
、
私
は
必
配
の
な
い
官
ず
で
な

い
か
と
思
ふ
の
で
あ
I

り
ま
す
、
誠
仁
田
合
の
問
題
で
先
に

申
し
セ
如
く
貴
方
が
大
の
や
う
な
都
の
人
の
御
一
丸
に
は
這

入
ら
-
ぬ
事
と
思
び
ま
す
け
れ
ど
も
、
兎
仁
角
日
本
の
大
多

数
は
農
民
で
あ

b
まみや

J

、
放
っ
て
置
い
て
も
此
農
民
と
他

の
職
業
の
人
の
比
例
は
銭
っ
て
京
市
る
の
で
あ
t
り
ま
す
が
、

今
の
や
う
な
八
分
二
分
、
七
分
三
分
と
一
再
ふ
比
例
は
保
つ

事
拡
出
来
な
い
と
考
へ
ま
ず
、

3
う
致
し
ま
す
る
と
農
民

議

演

'14 

手長

言柔

欧
文
史
籍
便
覧問

中

本

長15

75 

如
何
な
る
世
一
日
を
読
む
可
を
か
之
は
抑
も
枝
葉
の
問
題
仁

し
て
何
人
も
如
何
主
食
を
説
U
可
を
か
と
一
五
ヘ
る
根
本
の

問
題
仁
患
を
致

3
r
w
b可
h
v
h
ぎ
る
字
下
と
は
事
新
し
く
云

ふ
迄
も
な
し
、
然
れ
ど
も
'
既
広
一
わ
大
ら
一
読
書
の
必
得
あ

る
人
々
に
向
て
は
良
舎
の
番
目
も
亦
参
考
に
供
せ
ら
る
可

く
就
中
・
汗
牛
充
棟
府
間
な
ら
念
る
欧
女
史
籍
に
就
を
、
そ
の

周
目
1
ζ

推・

3
る
也
事
告
の
を
怒

-vる
も
必
山
市
/
し
も
無
期
の
業

に
み
ち
な
る
一
吋
し
。
但
し
乙
の
稿
拡
一
九
.0
六
年
・
・
よ
ιり
ど

年
仁
豆
れ
る
各
季
の
母
期
紅
一
於
て
、
一
プ
イ
プ
チ
ヒ
大
皐
史

血
中
教
授
プ
ラ
ン
穴
Y

プ
ル
グ
先
生
の
，
児
島

4

序
論
議
議
に
於

て
、
敬
一
部
せ
ら
れ
大
る
所
に
廿
掛
け
る
も
の
な
れ
ば
濁
女
の

書
鰐
仁
詳
し
く
し
て
他
は
僑
略
に
過
ヤ
る
の
嫌
な
を
ド
あ

ち
ゃ
/
、
旦
叉
英
側
女
の
書
籍
は
余
の
婚
補
せ
る
も
の
多
け

'，1T'.r 

総

除

• 

一一O
四

J 

れ
ば
、
乙
の
選
捧
宅
亦
白
か
ら
杜
撰
な
る
告
の
あ
ら
ん
乙

れ
余
の
責
任
を
負
は
合
る
所
な
'nJO
而
し
て
大
様
に
於
〈

は
プ
ラ
シ
プ
ル
ヒ
先
生
の
区
別
に
従
て
史
絡
を
大
別
し
だ

傑
作
、
名
著
、
参
考
書
の
三
種
仁
分
つ
乙
之
左
の
如
し
。
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は
如
何
な
る
方
・
訟
に
‘
よ
り
て
陛
下
の
赤
子
た
ら
L
む
る
を
得
議
お
、
韓
関

付
如
何
な
る
様
式
に
よ
り
て
合
併
せ
ち
る
可
き
か
‘
想
ふ
に
第
二
十
位
紺

に
於
け
る
獄
民
一
帝
問
と

L
て
の
日
木
は
終
山
本
長
(
郊
削
減
が
興
味
と
競
践

を
以
て
注
践
す
る
強
大
間
磁
の
一
な
る
可

t
o
此
料
叫
に
関
L
て
英
闘
の
法

愚
者
中
東
洋
滋
争
以
て
問
ゆ
る
ピ
会
コ
ツ
ト
氏
の
設
(
所
は
外
人
と
し
て

日
本
の
立
劫
を
観
察
す
る
と
と
最
品
目
公
平

K
L
て
五
日
人
の
参
考
と
な
す

可
吾
郎
少
な
か
b
ず
、
一
政
作
札
予
は
左
に
-
之
を
諜
越
せ
ん
。

羅
烏
帝
閥
会
感
の
時
代
以
来
海
外
領
地
獲
得
の
事
業
は
幾

何
・
ド
告
白

Hvoor
・

多

の

閥

民

を

防

一

或

一

一

せ

し

め

、

量

ウ

な

ぎ

血

と

財

と

は

之

が

以
下
拍
げ
食
ゐ
替
の
は
初
略
者
の
五
J

引
と
し
て
凡
る
可
き
斜
め
に
喪
3
れ
北

b
o
現
に
英
閣
の
如
均
一
」
活
世
を
即
決
ね
て

沙

も

の

の

す

が

。

に

断

次

に

獲

得

し

来

λ
ソ
文
る
其
海
外
領
地
を
維
持
す
る
」
料
理

認しおしめ
b
一
時
四

h
針
。
一
一

3
m持
山
一
二
な
る
♂
と
し
て
、
自
の

i
J
?官
三

所

〉
河
必
お
と
ケ
〉
見
山
口
o
g
o
r
o内
何

5
0り
の
戸
口
出
F
g
q
…
な
ろ
左
れ
ど
附
却
が
る
大
作
闘
仰
を
足
以
氾
ず
る
仁
宝

b
セ
る

ふ
河
川

JH
∞勺
H
v
n
r
g
o一o
m山
口
弘
一
コ
ヨ
釦
口
問
丘
一
歴
程
仁
付
を
て
は
明
確
な
る
知
識
を
有
す
る
唱
の
頗
る
稀

〉

n
U口円門戸口仏日ん
ω
ロ加
0
8
0
υ

〉
白
川
V
D
〈出

u
c
o
r
z
o
ロ
己
宮
内
一

。
同
恒
三
uo一片山のと山内町民
o
q
o向
付
口
均
}
3
2
0
6
0
α
・
0m-

…
な
る
に
は
非
ら
含
る
か
。
試
に
想
ヘ
一
枇
舎
宮
内
般
の
事
象
が

e

M
，-

t
J
1

・〉口付
Nmo
コ昨日門的け
O

吋町長。吋

ωの
ど
ャ
と

E

…
今
日
の
放
態
を
呈
す
る
に
至
る
迄
に
は
人
類
の
限
ち
な
き

i
j
j
l
l
jけ
j
j
l
i
l
-
-

一
努
が
之
が
ぎ
に
裂
や
完
投
る
"
も
の
な
る
か
亡
。
然
〉

日

本

の

殖

民

地

統

治

問

題

一

主

口

人

が

之

等

の

媛

路

一

ぷ

ぴ

其

碗

究

材

料

に

闘

し

て

叫

ん

る

小
、
倉
和
市
.
所
は
貴
仁
九
牛
の
一
毛
仁
、
だ
も
及
、
ほ
か
る
な
よ
り
。
人
類
は

警
統
治
の
業
未
乞
京
b
ず
、
韓
関
問
題
の
解
決
未
だ
成
長
。
蕃
族
煉
克
に
し
て
初
期
の
殖
民
者
は
其
敷
設
者
な
J
9
0

彼
等
の

脳
髄
は
漆
決
仁
し
て
母
闘
の
行
政
は
恰

hV4足
場
砂
'
郊
く
，
ゃ
に
付
き
て
泣
意
を
怠
ノ
HJY
る
宅
の
、
知
し
o
新

t
r
k
m

然

6
0
過
去
の
歴
史
は
時
代
の
経
過
と
共
仁
非
常
の
速
力
民
闘
の
伍
仁
列
し
大
る
日
本
が
他
閥
殊
γ
ト
先
進
殖
民
閥
ょ

を
以
て
建
慮
命
回
線
な
く
吾
人
の
詑
憶
よ
f

り
脱
却
せ
ん
と
す
一
，

o獄
疑
の
眼
を
以
て
其
行
動
bJ-
批
評
せ
ら
る
・
、
は
闘
よ
L

り

る
に
蛍
台
、
る
私
の
記
録
時
に
販
は
る
れ
ば
世
人
は
今
夏
一
珠
期
す
可
営
乙
E
C
仁
し
て
若
し
日
本
に
し
て
先
進
闘
滋
去

の
如
く
に
鷲
を
て
狂
す
る
が
如
く
に
先
人
の
遺
勤
を
追
慕
…
の
行
動
中
失
態
な
'
り
と
る
知
せ
ら
れ
居
る
措
置
を
繰
返
す

す
o
五
日
人
は
過
去
の
踏
史
を
編
纂
せ
ん
が
翁
め
に
焦
慮
し
一
乙
と
あ
ち
ん
わ
先
進
国
は
直
も
に
之
に
向
っ
て
無
様
悲
な

っ
、
あ
る
は
事
変
な
1

リ
と
雄
港
其
事
業
や
遅
々
と
し
て
進
一
る
批
難
攻
撃
を
加
ふ
可
し
。
岡
家
は
唯
成
長
し
て
叶
舎
的

ま
含
る
と
と
綬
烏
の
如
し
o
然
る
仁
何
事
ぞ
「
砕
し
な
る
悪
…
知
識
を
得
、
K
る
皐
童
の
集
岡
仁
過
ぎ
公
る
仁
彼
等
は
何
ぞ

.
魔
は
破
壊
成
授
の
代
理
者
と
し
て
絶
ヘ
ポ
/
無
慈
悲
に
も
吾
一
皐
童
の
雅
量
な
を
や
。
彼
等
は
自
ら
過
を
重
ね
た
る
後
其

人

の

事

業

を

妨

げ

ん

と

は

。

バ

経

験

を

利

用

し

て

'

徒

ら

仁

日

本

の

政

策

を

批

難

し

唯

英

議

海
外
に
野
し
て
白
闘
の
椛
域
を
擁
張
せ
ん
よ
」
ず
る
の
念
れ
る
欧
州
の
み
を
・
製
げ
て
得
セ
よ
ツ
と
な
し
台
沼
港
此
新
興
闘
が

は
今
や
日
本
に
充
溢
す
o

日
本
以
所
南
春
採
秋
雁
の
勢
を
有
す
る
遠
大
の
希
望
を
測
知
せ
も
d

る
も
の
、
如
し
。
日
本

以
て
故
幽
を
敵
れ
、
新
大
陸
に
大
飛
躍
を
試
み
ん
と
す
る
は
今
や
施
民
地
と
し
て
は
去
降
及
市
樺
太
を
飯
有
し
、
保

に
砂
図
。
東
洋
の
英
国
を
以
て
自
任
し
、
葉
海
外
領
域
を
獲
護
側
と
し
て
は
朝
鮮
を
支
肥
す
。
而
し
て
之
等
の
地
域
に

得
せ
ん

ιず
る
の
行
動
は
列
倒
壊
脱
の
前
に
恐
々
一
然
と
し
劃
す
る
日
本
の
権
利
拡
適
法
な
f

り
。
印
も
畳
間
は
千
八
百

て
行
は
る
。
控
仁
於
て
か
日
本
の
政
策
に
訴
す
る
批
評
は
九
十
五
年
の
割
譲
僚
約
仁
よ
1
9
て
其
有
に
蹄
し
、
樺
太
は

自
ら
先
延
闘
の
代
表
者
な
ん
』
補
す
る
者
仁
よ
ム
ツ
て
は
忌
艶
露
戦
没
の
結
果
と
し
て
前
同
様
の
方
訟
に
よ
'hJ
イ
其
限

伸
忍
く
行
は
る
ρ

殊
仁
実
関
人
の
如
き
は
日
本
.
が
其
殖
民
下
に
屈
す
る
に
至
れ
F

・9
0

若
し
犬
れ
朝
鮮
の
如
舎
に
杢
つ

政
策
の
遼
行
上
架
し
て
英
勘
の
先
例
を
模
倣
す
可
き
や
否
て
は
千
九
百

O
五
年
列
強
が
其
保
護
継
を
認
め
‘
芥
る
を
以

雑

銭
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